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令和６年度　学校評価の結果と分析（肯定的回答率の変容）

保護者

教　員

学校は、一人一人が分かる喜び、共に
学ぶ喜びを実感できる授業を行ってい
る。

-2.2

-3.4 ▼

肯定的回答率
【評価指数①】 対　象

生　徒
◆生徒、保護者ともに肯定的回答率が若干下降している。学校行事を通して、やりがいや達成感を感
じている生徒の割合が下がるとともに、教員の自己評価の高さとの乖離が課題である。
〇「体育祭」や「ひんがし祭」等の学校行事において、より一層、生徒の自主性・創造性・責任感を重視
した指導を行うことで、学年及び学級の団結力が高まる生徒主体の学校行事の充実を図る。

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

-

0.0 -

＜今年度新たに追加した質問項目である＞
◆生徒、保護者、教員ともに極めて高い肯定的回答率である。全国学力調査の質問調査においても、
市・県を大きく上回っており、タブレット端末を効果的に活用した授業が実践されている。
〇引き続き、アナログとデジタルの二者択一ではなく、教科の目標の達成に向けて、それぞれのよさを
生かした授業改善を推進する。

保護者

教　員

今年度 変　容

学校は、教科等の指導においてアナロ
グとデジタルそれぞれのよさを適切に生
かした授業改善に取り組んでいる。

生　徒

93.4
100

【評価指数②】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度

【評価指数③】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒の肯定的回答率が若干下降している。生徒は、自分の学力や体力の課題を客観的に把握する
ための、教員からのフィードバックが十分ではないと感じていることが課題である。
〇全国学力調査、県学力調査、新体力テスト等の成果と課題を整理して指導に生かすとともに、生徒
へのフィードバックを綿密に行う。特に、県教委配信のテスト（県学診、10分間集中テスト、英語Ｅ-ＡＣＴ
等）を効果的に活用し、個別最適な学びの充実を図る。

保護者 -0.4 -

教　員 0.0

学校は、児童生徒の学力や体力の状況
を把握し、それらの充実に向け計画的
に指導を行っている。

生　徒 -2.9 -

-

73.4

86.5

100

70.5
86.1
100

【評価指数④】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

＜今年度新たに追加した質問項目である＞
◆生徒、教員の肯定的回答率は比較的高く、良好な状態である。一方、保護者による評価が低いのが
課題である。本校は校区外から通学してくる生徒が多いことや、地域に根ざした教育が推進されている
と判断できる根拠が明確でないことが要因として考えられる。
〇引き続き、本校の魅力化を図るとともに、教育活動の成果を丁寧に発信する。

保護者

教　員

学校は、地域に根ざした教育を行い、郷
土を大切に思う児童生徒の育成に努め
ている。

生　徒 88.7
79.2
88.5

【評価指数⑤】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに９割を超える肯定的回答率であり、良好な状態を維持している。特に、保
護者による評価が大きく上昇しており、「学校を明るくする調査」等で明らかとなった事案を丁寧に解決
してきた取組が奏功しているものと考えられる。
〇学校教育全体をとおして人権・同和教育の更なる充実を図るとともに、引き続き、「学校を明るくする
調査」や「ふれあい相談」を丁寧に実施するなど、生徒指導体制の充実を図る。

保護者 5.4 △△

教　員 0.0

学校は、人権・同和教育の視点に立ち、
いじめや差別を許さない意識や態度を
育てている。

生　徒 1.9 -

-

93.8

86.2

100

95.7
91.6
100

85.7

85.1

100

82.3
82.9
100

94.4
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【評価指数⑥】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに９割を超える肯定的回答率であり、良好な状態を維持している。生徒は大
変落ち着いて学校生活を送っていることや、生徒や保護者の意見を尊重して毎年校則を見直している
ことが奏功しているものと考えられる。
〇引き続き、教員が指導体制の変化に対応し、実情に応じた適切な指導を行っていくことで、生徒が社
会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目指す。

保護者 1.2 -

教　員 0.0

学校は、「学校のきまり」など生徒指導
体制の見直しを行い、児童生徒の実態
に応じた適切な指導を行っている。

生　徒 2.8 -

-

93.3

92.6

100

96.1
93.8
100

【評価指数⑦】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者ともに肯定的回答率が大きく上昇している。特に、保護者による評価が大きく上昇して
おり、１年生の「職業科」、２年生の「職場体験学習」、３年生の「進路指導」など、全校体制でキャリア
教育を進めてきたことが奏功しているものと考えられる。
〇引き続き、総合的な学習の時間や特別活動の時間の充実を図るとともに、学校教育全体をとおして
更なるキャリア教育の充実を図る。

保護者 11.1 △△△

教　員 3.6

学校は、将来に夢を持ち、自分の進路
や生き方について考える児童生徒を育
てている。

生　徒 4.8 △

△

75.4

58.5

96.4

80.2
69.6
100

【評価指数⑧】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに９割を超える肯定的回答率であり、良好な状態を維持している。生徒は大
変落ち着いて学校生活を送っていることや、毎月実施している「マナーアップ運動」や全校一斉下校の
際の「下校指導」など、地道な指導が奏功しているものと考えられる。
〇年に数回、下校中のマナーについて地域からご指摘をいただくことがあるため、引き続き、登下校に
おける問題点を教員間で共有するとともに、適切な指導を行う。

保護者 0.7 -

教　員 0.0

学校は、児童生徒に交通安全やけが等
の防止について適切な指導を行うととも
に、安全な環境づくりに努めている。

生　徒 -1.3 -

-

96.2

94.9

100

94.9
95.6
100

【評価指数⑨】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆教員の肯定的回答率が極めて高いことに対して、生徒、保護者による評価が大きく下降している。
生徒、保護者とも、コロナ禍における感染予防の意識と比較して回答しているものと考えられる。
〇引き続き、朝の健康観察等を徹底するなど、日常的な衛生指導を積極的に行っていくとともに、学校
ホームページ等を活用して更なる啓発に努める。保護者 -10.0 ▼▼▼

教　員 0.0

学校は、家庭と連携して個々の健康状
態を確認するとともに、環境衛生の維
持・改善を行い、児童生徒の健康保持・
増進に努めている。

生　徒 -3.4 ▼

-

83.2

88.1

100

79.8
78.1
100

【評価指数⑩】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに良好な状態を維持している。特に、生徒による評価が大きく上昇しており、
養護教諭を中心として保健委員会が上手に機能し、注意喚起や啓発活動を行っていることが奏功して
いるものと考えられる。
〇引き続き、教室の換気、手洗い、うがい等の指導を徹底するなど、日常的な感染症対策を積極的に
行っていくとともに、学校ホームページ等を活用して更なる啓発に努める。

保護者 -1.1 -

教　員 -3.6

学校は、換気や手指衛生などの基本的
な感染症対策を行っている。

生　徒 5.4 △△

▼

88.0

89.6

100

93.4
88.5
96.4
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【評価指数⑪】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに良好な状態を維持している。「学校を明るくする調査」や日々の生活相談
等で明らかとなった事案や生徒の困りごとに対して、教員が丁寧に話を聞いたり、相談に乗ったりして
いる取組が奏功しているものと考えられる。
〇引き続き、学校教育全般において特別支援教育の視点をもって取り組み、個に応じた配慮や指導を
適切に行っていく。

保護者 1.5 -

教　員 3.6

学校は、特別支援教育の視点をもって
取り組み、個に応じた配慮や指導を適
切に行っている。

生　徒 -2.0 -

△

91.1

81.1

96.4

89.1
82.6
100

【評価指数⑫】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに良好な状態を維持している。特に、生徒による評価が大きく上昇しており、
生徒の相談事事案に対して、学級担任、副担任、学年主任、生徒指導主事等が組織として適切に対
応していることが奏功しているものと考えられる。
〇日々の職員朝礼、学年部打合せ、生徒指導部会、職員会等での情報共有を綿密に行うことで、全
教職員が共通認識の下、より一層組織的に指導を行っていく。

保護者 0.4 -

教　員 0.0

学校は、管理職や学年主任等を中心と
した組織的な対応を行っている。

生　徒 5.1 △△

-

87.3

84.3

100

【評価指数⑬】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

【評価指数⑭】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、教員は良好な状態を維持している。一方で、昨年度から５ポイント以上改善しているものの、
依然として保護者による評価が低いのが課題である。ICTを効果的に活用した「分かる授業」に向けた
授業改善は進んでいるものの、より一層保護者に伝わるような手だてが求められる。
〇本校は市教育研修センターの研究協力校として、日々先進的な研究や研修を積み重ねており、これ
らの知見等をより一層日々の授業実践に生かすとともに、積極的に情報発信に努める。

保護者 5.4 △△

教　員 0.0

学校は、子どもたち一人一人が分かる
授業づくりや、様々な教育課題への対
応のため、積極的に研修に取り組んで
いる。

生　徒 3.5 △

-

【評価指数⑮】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに概ね良好な状態を維持しているものの、生徒、保護者と教員との間に若
干の隔たりがあることが課題である。コロナ禍以降、講師を招聘しての講演会や体験講座等は充実し
ているものの、教科の授業を見ることができる参観日が少ないとの指摘があった。
〇引き続き、対面式での講演会、体験講座、参観日等の充実を図るとともに、オンラインを効果的に活
用することで、生徒が主体的に課題解決に取り組むことができる環境づくりを進める。

保護者 -1.8 -

教　員 0.0

学校は、教育活動の充実に向けて地域
や保護者と連携・協力している。

生　徒 -1.3 -

-

87.9

89.3

100

◆生徒、保護者、教員ともに良好な状態を維持している。生徒の活動状況を学校ホームページで公開
しているとともに、今年度から保護者連絡アプリ「tetoru（テトル）」を導入し、周知文書等を紙媒体と電
子媒体の両方で配布していることが奏功しているものと考えられる。
〇引き続き、学校ホームページ、学年だより、学級だより、保健だより等をとおして、日々の教育活動
の様子を積極的に発信していく。

保護者 2.8 -

教　員 -3.6

学校は、学校・学年だよりやホームペー
ジ、配信システムにより、積極的に情報
を発信している。

生　徒 -3.3 ▼

▼100

92.7
92.9
96.4

92.4
84.7
100

87.3

50.4

100

90.8
55.8
100

86.6
87.5
100

96.0

90.1
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【評価指数⑯】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

【評価指数⑰】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
昨年度 今年度 変　容

◆生徒、保護者、教員ともに概ね良好な状態を維持している。主に学級担任が生徒と協力し、工夫を
凝らした教室掲示を行っているとともに、学年主任や教務主任が季節に応じた掲示を行っていることが
主な要因であると考えられる。
〇引き続き、全教職員で言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整備に努めていく。保護者 -0.9 -

教　員 7.2

学校は、言語活動の充実及び展掲示の
工夫等の環境整備に努めている。

生　徒 2.9 -

△△

82.9

91.1

92.8

変　容

◆生徒、教員は良好な状態を維持している。一方で、昨年度から２ポイント以上改善しているものの、
依然として保護者による評価が低いのが課題である。学校生活に対する不安軽減の取組状況を判断
することの難しさが主な要因ではないかと考えられる。
〇毎学期実施している「ふれあい相談」や「学校生活を明るくする調査」等の取組について、趣旨や効
果について確実な理解が進むような啓発活動を推進する。

保護者 2.6 -

教　員 0.0

学校は、小１プロブレムや中１ギャップ
の解消につなげるために関係園・校で
連携し、児童生徒の学校生活に対する
不安感の軽減を図っている。

生　徒 1.6 -

-

◆生徒、保護者、教員ともに良好な状態を維持している。東中校区四校連絡会や合同研修会におい
て、児童・生徒の学習への取組や生徒指導上の課題等を把握し、学習指導や生徒指導の工夫・改善
につなげることができていることが奏功しているものと考えられる。
〇引き続き、東中校区四校連絡会や合同研修会を充実・発展させていく。2.0 -

7.2

-1.1 -

△△

92.7

92.7

92.8

肯定的回答率
◆重点課題　　〇方策

昨年度 今年度

保護者

教　員

学校は、関係園・校で連携して児童生徒
への理解を促進するとともに、系統性を
重視した学習指導を行っている。

生　徒

【評価指数⑱】 対　象

91.6
94.7
100

85.8
90.2
100

81.0

66.7

96.4

82.6
69.3
96.4


